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ACK/NACK 方式，動的 ACK/NACK 方式， リンク情報を用いる方式を対象とした性能評価を行っている。シミュ
レーションによって，交換機 1 段からなる網においては高負荷時には動的 ACK/NACK 方式が，低負荷時にはリン
ク情報を用いる方式が性能が高いことを明らかにし，また交換機 3 段からなる網においては全ての負荷領域において
リンク情報を用いる方式が最も有効であることを明らかにしている。
次に，複数種のトラヒックおよびトラヒック制御方式の混在するマルチメディア環境におけるパースト帯域予約方
式の性能を明らかにしている O それぞれのトラヒックの要求する網品質を提供しつつ，互いのトラヒック制御方式が
及ぼしあう影響についても考慮し，網全体の性能を高める制御方式を提案し，特にデータ転送に使用される帯域量に
制限を設ける事が有効であることを示している。
また，より一般的な交換機が多数接続された網を対象に，異なる経路を経由するコネクション聞の公平性を実現す
るために， Max-Min フロー制御をパースト帯域予約方式に適用する方式を新たに提案している。シミュレーショ
ンを通して，特に伝搬遅延時間のそれほど大きくない網において提案方式が有効であることを明らかにしている。
最後に，より伝搬遅延時間の大きい広域網に適した制御方式として，帯域予約要求に対し，あらかじめ帯域の割り
当てられた回線を割り当てることにより，パースト帯域予約方式で問題となる制御遅延時間を低く抑える方式を提案
している。数学的解析手法を用いることによって伝搬遅延時間など網環境に応じて適切な帯域割り当て法が存在する
ことを明らかにし，またその導出法も示しているo
以上のように，本論文はマルチメディア通信を行うための高速通信網におけるトラヒック制御方式を提案し，それ
らの万式が非常に有効であることを示しており，今後のマルチメディア高速通信網の実現に大いに寄与するものと考
える。よって博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める o
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